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以前に､著者が御報告 した(,1),(2)paul稽 麓率や計算勘 その後､計算の間違
いと誤解があ-ることに気づいたので､ ここに､訂正と補足をさせて頂 ( O 似後

ref:1を 〔=〕,ref･2をHI〕と絡亭己する｡

l Prange二五adanoffが丁一般的に求めたのは

m*/a- 1+AoP (1)′

であった｡ (I-25)は､上のように訂正する. したがって､eユectrol1-pho-

non相互作用のみがあるとき,Migdal近似では
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それ故､ electron-phonon相互作用の影響は､Migd_al近似の範囲で -!完

全 に -'cancelする｡

2 〔Ⅱ-9〕の分母のwqの係数のa接ない ｡ さて
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最後の項で､部分積分する際､･SEp′′/an(甲p,)を微分 して出る項は､ f･(甲p")

を微分 して出る項に戟べて､0(Q'D/CF)でおちるo これから､
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そこで､以下の議論をたどると､
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故にCo.ulombcorrelationを考えないと､

m*A -1+AoP

となって(1)を得る｡ これは､Kadaて10ffrPrangeの一醍論と一致する｡

3 elec七ron-phonon相互作用があっても､誘電率は

E(P-P')-i+3(mwp ､2 1+AiC
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(9)
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となって､electron-phononの影響はなしっ ｡ また(6)を使 うとelectron-

phoncn相互作用があってもAICに対 して求めたTHatabLQ(4)の式は不変であるo

最後に､間違いを指摘 して下さった中嶋先生､阿部先生､･渡部氏に探 (感謝

します｡
＼
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